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中期経営計画（2014 年度～2017 年度）の策定に関するお知らせ 

 

当社は、中期経営計画（2014 年度～2017 年度）を策定いたしましたので、その内容について別紙のと

おりお知らせいたします。 

 

 

以上 
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中期経営計画
（2014年度～2017年度）

中期経営計画（2014年度～2017年度）

１． 今後の動向

２． 中長期経営ビジョン（VISION 2020）

３． 中期経営計画



Copyright (C) 2014 CUBE SYSTEM INC. All rights reserved

１．今後の動向

１．情報サービス市場動向

情報サービス市場

2014年度の情報サービス市場は、再編等に伴う⾦融機関需要に加え、官公庁等公共
分野向け需要の増加も想定されることから、プラス成⻑は持続する。
前年対⽐1.6%増と予想

✔ ⼤企業を中⼼にビッグデータのマーケティング分野での活⽤等戦略的なIT投資
の更なる増加

✔ ⾦融機関では、メガバンクのシステム統合案件
✔ 公共部⾨では、社会保障・税のマイナンバー法案に伴う制度対応が開始

中⻑期的には低成⻑市場と想定される国内市場環境を踏まえ、情報サービス事業者は
国内依存からの脱却や、ビッグデータ、クラウド等の成⻑領域に積極的に取り組むべ
きと考える。

✔ M2M（Machine to Machine）等の IT 技術⾰新を背景に、⼩売業における販
売促進や、製造業、インフラ業における予防保守・監視等によるコスト削減、
効率化等が⾒込まれる。

✔ クラウドサービス等のストック型ビジネスへと事業ポートフォリオへの変⾰
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２．中長期経営ビジョン（Ｖ２０２０）

１．目指す方向性

CUBE SYSTEM Group Vision

「顧客からベストパートナーと評価される企業」
「社員と会社（個と組織）が共に成長し、
喜び・豊かさを分かち合える企業風土の醸成」

3rd STEP サービスメニューの創出

2nd STEP ＳＩビジネスの立ち上げ

1st STEP 「強み」の強化

（2012年度〜2014年度）

（2015年度〜2017年度）

（2018年度〜2020年度）
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２．中長期経営ビジョン（Ｖ２０２０）

１．目指す方向性

営業利益率10％以上

顧客の
ベストパートナーと

なることを⽬指す

個と組織が
ともに成⻑する
企業⾵⼟の醸成を⽬指す

環境の変化に対応し、⾃らを改⾰し続け、持続的な成⻑を⽬指す

■2021年3⽉期（第49期）⽬標

ソリューション/ＳＩビジネスの拡大

コアビジネスの改革と拡大

グローバルビジネスの展開加速

積極的な開発投資によるサービス力の強化
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２．中長期経営ビジョン（Ｖ２０２０）

２．中期経営計画の位置づけ

2013年度

(42期)

2014年度

(43期)

2017年度

(46期)

2020年度

(49期)

既存事業

新規事業

1stSTEP最終年度 2ndSTEP最終年度 3rdSTEP最終年度

中期経営⽬標
150億

120億

V2020

営業利益10%以上

コンサル
ITサービス
ソリューション

ソフト開発
エンハンス
ITインフラ
海外ビジネス

強みの強化 SIビジネスの立ち上げ 新たなビジネスの創出
1st 2nd 3rd
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３．中期経営計画

経営基盤の強化（品質/体制）

品質確保 BP連携 ⼈材育成/確保

果敢にチャレンジする風土改革を進め、
業界トップクラスのパフォーマンスを実現する

コアビジネスの拡大

１．中期経営ビジョン

ソフトウェア開発 エンハンス ITインフラ

収益性向上 市場拡⼤

ビジネスモデル改革 SI/サービスビジネス/コンサル
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３．中期経営計画

２．重点施策

⾦融 既存顧客での未参⼊エリアへの新規参⼊
⾦融オムニチャネル案件への参⼊（情報系・チャネル系分野）

流通 オムニチャネル案件への参⼊
⼩売業向けプライム獲得に向けた営業展開

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発 全産業 マイナンバー制案件への参⼊

新たな新規顧客（SIer、直契約）の開拓

エンハンス 海外拠点を活⽤したオフショアエンハンスの拡⼤
ITサービス化よる収益性の改善

ITインフラ クラウドや垂直統合環境のインフラ構築の拡⼤

海外/オフショア 顧客の海外展開サーポートの拡⼤
オフショア/現地ビジネスの拡⼤

新規
Oracle/AWSソリューションの展開
流通ノウハウを活⽤したコンサルティングの展開
ソリューションによる新規SIビジネスの⽴ち上げ
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３．中期経営計画

３．品質/生産性の確保に向けた施策

全社横断組織による品質/⽣産性の改善

＜品質確保プロセスの運⽤＞

⼤規模ＰＪに対応できるＰＭ
上流⼯程を担当できるＳＥ

４．体制確保に向けた施策

の育成と確保

コアとなるビジネスパートナーとの連携強化

・PJレビューの強化に
よる品質の更なる向上

PM/SEともに
倍増

戦略的
アライアンス
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顧客の海外展開サポート
オフショアエンハンス拡⼤

ソフトウェア開発/エンハンスの競争優位性をもってSIビジネスの新規受注/新規顧客開拓

業種/業務ノウハウに基づくITコンサルサービスの展開

マーケティングプロセスの確⽴による営業⼒の強化

３．中期経営計画

５．目指す事業ポートフォリオ

ソフトウェア
開発

SI

エンハンス

ITインフラ
ソリューション

コンサルティング

ソリューション

海外
新規顧客の開拓

品質/⽣産性向上

業種/業務ノウハウの蓄積

新
規
事
業
に
向
け
た

取
り
組
み

成
⻑
性

収益性

既存領域
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３．中期経営計画

売上高

営業
利益率

強みを活⽤したソリュー
ションサービスの創出

120億円

7.0％

2014年度
1stSTEP最終年度

６．計数目標

150億円

9.0％

2017年度
2ndSTEP最終年度

サービスビジネスの拡⼤
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本資料で記述されている業績予想並びに将来予測は、現時点で入手可能
な情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が
含まれております。

そのため、様々な外部的要因の影響等により、実際の業績は記述されてい
る将来見通しとは大きく異なる結果となる可能性を多分に含んでいることを
ご承知おき下さい。

http://www.cubesystem.co.jp




